
平成 21年度 事業評価表の見方 

○  事業評価表は、左ページでは、当該事業の目的、概要、目標（値）、予算・決算額、実施スケ

ジュールなどを掲載しています。また、右ページでは、事業の中間評価と事後評価を掲載してい

ます。 

○  事業の目標（値）である、｢活動指標｣は、行政の事業・活動の内容量の数値等を記載していま

す（例．SOHO 支援セミナーを○○回開催。バリアフリー道路を△△キロ整備）。同様に、｢まち

づくり指標｣は基本計画と同じ考え方で、｢成果指標｣として事業実施によって目指す結果・成果

等の指標です（講演会の参加者が○○人で、アンケートによる満足度は△△％。市民一人当たり

の図書貸出し冊数等）。そして、まちづくり指標のうち、主に行政を推進主体とするものは「①

行政指標」、多様な推進主体の協働によって実現を目指すものは「②協働指標」としています。 

○  年度別明細において、｢平成 19 年度｣、｢平成 20 年度｣及び｢平成 21 年度達成｣の欄は、それ

ぞれの年度の実績値を、｢平成 21 年度目標｣は、評価表の当初計画を策定した６月時点の目標を

記載しています。 

○  事業の中間評価では、中間評価を行う 9 月時点での当該事業の課題と改善方向を記載していま

す。また、この時、各事業のコストや成果の向上の程度を点検し、平成 22 年度の方向性を｢主

管課中間評価｣として記載します。ただし、平成 21 年度で終了する事業や平成 21 年度と 22 年

度の予算や成果を一概に比較できない場合（例えば、平成 21 年度は設計で、22 年度は工事に

着手する事業）などは空欄になっています。また、平成 21 年度で終了する事業は、中間評価を

行っていません。 

○  平成 21 年度の事後評価の全体的な傾向等につきましては、白書本編 第Ⅱ章｢３．平成 21 年

度事業評価 対象事業の評価結果概要｣をご参照ください。 
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評価対象
事業名

都市再生ビジョンの推進(市民センター周辺地区
整備に向けた基本プランの策定等）

企画部都市再生推進本部事務局
2053内線

市民センター周辺地区整備構想の検討

三鷹市都市再生ビジョン

計画事業名

関連計画

　公共施設の整備・再配置に関する基本方針である「都市再生ビジョン」に基づき、東京多摩青果株式会社が所有する三
鷹市場跡地の取得に向けて、整備に関する基本プランを策定する。なお、基本プラン策定にあたっては、老朽化した施設
の現状を踏まえ、関係団体等の意見を聴くとともに、国庫補助金・都補助金の活用による財政負担を極力抑制した事業
手法の検討を行い、施設計画及び土地利活用の方向性を明らかにする。そのほか、都市再生推進本部を中心に、庁内
の全体調整を図りながら、個別のプロジェクトの計画的な事業推進を図る。

始期 18 年度から 年度まで

２．総務費

３．都市再生推進本部関係費

事業の目的・概要　　目的は対象(何を､誰を対象に)と意図(対象をどういう状態にしたいのか)を､概要は実施手法､手順等を記入
　平成21年３月に策定した「都市再生ビジョン」に基づき、ファシリティ・マネジメントの確立を図るとともに、老朽化した公
共施設の今後の整備のあり方、既存公共施設の整備計画の見直し、市有地の有効活用のほか、市街地再開発事業や
住宅・民間建築物における耐震化の促進など、環境保全や経済性に配慮した都市構造・都市空間の「更新・再生」に向け
て、着実な取り組みを進める。

１．総務管理費 ３．企画費

○

基本計画掲載 第８部 第２・３-(８)-②

他団体の先進的な取り組み事例・成果・参考実績値　（コスト比較を含む）
　茅ヶ崎市が、今後の公共施設の再整備のあり方を「公共施設整備・再編計画」として取りまとめた。また、狛江市においても
公共施設再編方針を策定中である。

当該事務に従事する実職員数 4 人または
今年度の改善・改革ポイント（前年度の評価結果等を踏まえて。継続事業の場合記入）

　平成21年４月から三鷹市都市再生推進本部事務局が拡充され、市民センター周辺地区のほか、三鷹駅南口中央通り東地
区（三鷹センター周辺・文化劇場跡地）及び三鷹台団地周辺地区など、多様な地区において、早期の事業化と計画的な事業
推進を図る。

今年度の活動指標（事業・活動の内容・量の指標）の説明

　市民センター周辺地区における整備基本プランの検討・策定を活動指標とする。

今年度のまちづくり指標（成果の指標）の説明

　同上

事業NO. 101 事業名
都市再生ビジョンの推進(市民センター周辺地区
整備に向けた基本プランの策定等）①

≪重点管理事業≫ 企画部

年度別明細 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度目標 Ｈ２１年度達成

活動指標
（事業・活
動の内容・
量）

・庁内のファシリティマネ
ジメント検討チームによる
検討・報告
・特定の公の施設の劣化
診断等の調査の実施

・ 「都市再生ビジョン」
として今後の公共施
設の再配置等のあり
方に関する基本方針
の検討・策定

市民センター周辺地
区における整備基本
プランの検討・策定

市民センター周辺地区整
備基本プランの検討・策
定

まちづくり
指標（成果
指標）
①行政指標
②協働指標

①｢三鷹市におけるファシ
リティ・マネジメントの基本
的方向｣の策定、組織改
正の実施
①特定の公の施設の劣
化診断等の調査の実施

① 「都市再生ビジョ
ン」として今後の公共
施設の再配置等のあ
り方に関する基本方
針の検討・策定

①市民センター周辺
地区における整備基
本プランの検討・策定

①市民センター周辺地区
整備基本プランの検討・
策定

予算額(千円 ) 31,206  6,583  35,972  35,972  
決算額(千円 ) 31,206  6,520  31,642  
執行率(％ ) 100.0% 99.0% 88.0%

市民センター周辺地区における基本プラン策定支援業務

○庁内での検討 ○中間まとめ 基本プラン策定○
利用団体等からのヒアリング

都市再生推進本部を中心とした個別の都市再生プロジェクトの推進

市民センター周辺地区における基本プラン策定支援業務

○市民センター周辺地区整備に関する基本的な考え方の議会報告
○庁内での検討 基本プラン策定(案)の議会報告○ 基本プラン策定○

利用団体等からのヒアリング パブリックコメント
都市再生推進本部を中心とした個別の都市再生プロジェクトの推進

当初計画変更の内容・理由等（※進捗状況評価で記載した理由以外に詳細な説明がある場合に記載）
　市民センター周辺地区再生推進チームにおける検討部会・作業部会での検討を踏まえ、基本プランの中間報告的な位置付けとなる
「市民センター周辺地区整備に関する基本的な考え方」を策定し、９月の市議会全員協議会での報告を行った。利用団体を中心とした
団体ヒアリングを行い、１月に基本プラン（案）を策定、パブリックコメントを経て、３月に基本プランを確定した。
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１ある・２ない・３その他

《事業の中間評価》

中間評価時の課題と次年度の改善・改革方向

　現時点での土地利活用の方向性として「市民センター周辺地区整備に関する基本的な考え方」（以下「基本的な考え方」と
いう。）を取りまとめたが、効果的な事業スキーム等が課題となっている。次年度は基本設計に着手するとともに、整備基本
プランを踏まえ、新たに設置する検討委員会を中心に市民参加を図りながら、施設計画の検討を行う。

主管課中間評価（今年度で事業が終了する場合は記入不要）
コスト面

《事業の事後評価》

中
　
間
　
評
　
価

来年度は本年度よりコストが、１減少する・２維持・３増加する(比較できない場合は理由のみ記載）

（理由）　整備基本プランを踏まえ、事業化に向けて基本設計に着手することからコストは増加する。

（理由）　整備基本プラン等により今後の土地利用の方向性を明らかにし、用地取得に向けて所要の都市計画手続きを
進めることが可能となる。

成果面 来年度は本年度より成果が、１増加・２維持・３減少する(比較できない場合は理由のみ記載）

（理由及び具体的内容）　基本設計業務を委託するほか、整備に関する検討委員会を設置するなど市民参加を図り、広く
利用団体等市民の意見を反映しながら、施設計画に反映する予定である。

今後の委託・協働等（民間・嘱託臨職・市民による一部実施を含む）の可能性について

改善提案に対する事業評価審査会の意見・評価(又は平成21年度の取り組みに対する意見)
評価 １ 妥当である・２ 改善の余地あり・３ 抜本的な見直し必要 （特記意見）

改善提案に対する政策会議の意見・評価(又は平成21年度の取り組みに対する意見)
　重点的に取り組む課題とする。
　関係部課と連携しながら基本プランの策定に向けて取り組むこと。

主
管
課
評
価

審
査
会
評
価

（特記意見）
進捗状況評価

１大(目標の指標等を達成）・２中・３小又はなし成果に対する評価（活動指標・まちづくり指標に対して）

成果に対する評価

１高(特別の成果あり）・２中・３低

事
　
後
　
評
　
価

効率性・経済性に対する評価 2

　市民センター周辺地区について、「市民センター周辺地区再生推進チーム」における多角的な検討を踏まえ、９月に
は整備基本プランの中間報告的な位置付けとなる「市民センター周辺地区整備に関する基本的な考え方」を取りまと
めた。その後、集約化する施設、施設機能や施設規模の検討を進めるとともに、利用団体や審議会等との意見交換
やパブリックコメントを実施するなど、市民参加を図り、広く意見・要望を把握し、３月に「市民センター周辺地区整備基
本プラン」を策定した。
　平成22年度は、「市民センター周辺地区整備基本プラン」に基づき、防災公園及び多機能複合施設の基本設計や管
理運営の検討を進めていく。また、検討にあたっては、検討委員会を設置するほか、利用団体や審議会等と意見交換
を行うなど、引き続き市民参加を図りつつ、施設づくりに反映していく。

総合評価（進捗状況、成果、効率性・経済の評価を踏まえて）及び次年度の実施方針

効率性（事業の効率的実施）・経済性（予算のコスト削減等）に対する評価

進捗状況評価（当初計画に対して） １当初計画通り(計画以上の進捗を含む）・２若干遅れた・３大きく遅れた

事業NO. 101 事業名
都市再生ビジョンの推進(市民センター周辺地区
整備に向けた基本プランの策定等）②

≪重点管理事業≫ 企画部

 


